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 要  旨  
光触媒である酸化チタン(TiO2)は、光エネルギーを照射することにより水  
を分解して酸素と水素を生成できるだけでなく、水や大気中に含まれる有機  
物を分解することができる。TiO2は他の光触媒物質と比べて酸化力・還元力  
が強く、光安定性が高く、また安全性も高いために注目され研究が盛んに行  
われている。しかし、全ての光エネルギーが利用できるわけではない。TiO2 
のバンドギャップが3～3.2eVなのでTiO2を利用するためには380nm以下の波
長を持つ紫外光エネルギーの照射が必要になるために、室内の照明や太陽光  
が利用できない。そこで近年、室内の照明や太陽光に多く含まれている可視  
光に応答する光触媒の開発が望まれている。  
TiO2が可視光を吸収する可視光応答化への試みは古くから行われている。  
TiO2に色をつけるために色素を混ぜたり、金属イオンを加えることにより可  
視光応答化が試みられてきた。最近は窒素（N）や硫黄（S）をドープしたTi 
O2が注目されていて、不純物ドープTiO2は、TiO2のバンドギャップに不純物準位  
を形成することにより、可視光応答化を実現している。 
また、TiO2の結晶形にはアナターゼ、ルチル、ブルッカイトの3種類の構  
造が存在し、主にアナターゼ型とルチル型の研究が盛んに行われているが、  
一般にルチル型はアナターゼ型より光触媒活性が低いとされる。ルチル型は  
アナターゼ型を焼成して作るために、アナターゼ型より粒径が大きいという  
ことが、光触媒活性が低い原因のひとつとして考えられるが、ルチル型を直  
接作製すれば、この原因を解消でき、また高い温度の焼成が省略されるかも  
しれない。  
本研究では、TiO2光触媒の可視光応答化を狙いとしたNドープTiO2の作製と、
ルチル型TiO2の作製を試みた。作製試料の物性評価としてXRD、XPS測定を、
光活性評価としてメタノール分解を行った。TiO2光触媒作製方法としてはチ  
タン化合物を加水分解するゾルゲル法を用いている。  
 作製試料粉末は、水とチタニウムテトライソプロポキシドの加水分解溶液  
に硝酸、アンモニア水、塩酸を各々反応させて、乾燥後に250℃で焼成して  
粉末にした。XRD測定結果より硝酸、アンモニア水で作製した粉末はアナタ  
ーゼ型になり、塩酸で作製した粉末はルチル型になることがわかった。また、
硝酸+塩酸で作製した粉末はルチル型になることが確認された。XPS測定結  
果より硝酸で作製した粉末の組成はTiO2であり少量のNがドープされている  
ことを確認した。また、塩酸で作製した粉末の組成はTiO2でありClが含まれ  
ていることを確認した。メタノール分解実験より硝酸、アンモニア水で作製  
したNドープTiO2は可視光照射によって分解活性を示すことがわかった。塩  
酸、硝酸+塩酸で作製したルチル型粉末は分解活性が低いことがわかった。 
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